　　　　　　　　　　核物理研究センター運営委員会議事録
日　時：平成１７年３月１日（火）１１：００～１５：１６
場　所：核物理研究センター２階会議室
出席者：今井（京大）、堀内（京大）、國廣（京大）、西川（京大）、岸本（阪大）、岡（東工大）、川上（大阪市大）、土岐、畑中、中野、佐藤、酒見、保坂（ＲＣＮＰ）

欠席者：酒井（東大）、本林（理化研）、野呂（九大）、清水（東北大）、永宮（高エネ研）、永井（ＲＣＮＰ）
陪席者：與曽井（京大）、民井（ＲＣＮＰ）
議　題
  １．各種報告について
    １）一般報告について

　　　　土岐委員長から、次のとおり報告があった。

①核物理研究センター運営費交付金（平成１７年度分）は効率化係数分だけ削減されるが、偏極標的を用いたハドロン物質研究推進事業の配分がある。
②７大学附置研究所・センター協議会及び国立大学附置研究所・センター長会議では、第３期科学技術基本計画に関して、国立大学の予算枠の拡大、競争的資金の重点化とその配分方法、若手研究者の養成とポストドクター問題等について総合科学技術会議及び関係者へ要望書を提出すること。
　　　③技術職員が部局管理となり、平成１７年度から技術職員と助手の相互運用が可能となる。
　　　④本センターが学術交流協定を締結している、オランダのグローニンゲン大学に本学の研究・交流拠点が設置され、藤原助教授が所長を勤めている。
　　２）各研究部門報告について
　　　①畑中委員から、入射サイクロトロンの更新内容の現状および平成１７年３月完成予定である旨報告と、研究の進捗状況について詳細な説明があった。
　　　②中野委員から、レーザー電子光ビーム施設及び高輝度光科学研究センターの同ビームラインでの研究結果が報告された。

③保坂委員から、ネットワークの整備状況及び平成１７年度の電子計算機の更新計画について、仕様策定書の最終段階であること等について報告があった。

　　３）研究計画検討専門委員会について

　　　　與曽井研究計画検討専門委員会委員長から、資料１により、専門委員、シンポ
ジウム、研究会申請・採択状況等について詳細な報告があった。
２．前回運営委員会議事録（案）について
　　土岐委員長から、平成１６年１２月６日開催の議事緑（案）（資料２）について
説明があり、承認した。
　３．平成１７年度予算について
　　　土岐委員長から、資料３により説明があり、概算要求及び予算の確保の方法などについて議論の後、審議の結果、承認した。
　４．平成１７年度活動方針について

　　　土岐委員長から、外部評価については国内、国外各４名程度で本年秋頃に予定して

いる、ホームページ充実経費は修士の学生をより多く獲得するため内容を充実させる
こと、クレーン性能検査は２年に１回実施（１回約７００万円）すること等について
説明があり、審議の結果、承認した。
　５．助教授人事について
　　　土岐センター長から、実験系助教授の公募を２月２１日に締め切り、前回の運営委員会で設置が承認された人事委員会において事前に審議されていた内容の報告があった。その後、各委員の意見交換があり、慎重に審議を行い、投票の結果、京都大学助手の與曽井氏を選出し、センター長に推薦することとした。
　６．兼任教員について
　　　土岐委員長から、資料４により理学研究科の教員に兼任教員をお願いし、協同研究の責任者等として協力願いたい旨説明があり、審議の結果、承認した。

　７．研究員について

　　　土岐委員長から、資料５により平成１７年度の雇用予定者等について説明があり、審議の結果、承認した。
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
